
｢"と"電場を与えないときの力を書きだ
し､ つりあいの式をたてる｡
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！うなと体積
をしとするp r g

（空気の密度P)
（重力）

つりあいの式をたてると

dvg = P Ug+ 6兀Kru
V=すな³なので 代入して
すたrdg= 5大rpg+6大krひ . . . .①

rについて解くと
⅓たr2(d-P)g=6大Kひ、

ド =½wg.ir
= 31-21、



｢"'電場を下向きに与えるときの力を書きだし､ つりあ
いの式をたてる

" 紅

！！げながのこが密
度d. 体積をしとするだ pig 電荷 + &↓

（空気の密度の？
うな「とたてる
dvg+EE = P Vg+6兀krひ2

V=手大らを代入して

⅓大rdgt q E=5「大r'pg+6たkry・・・②
② - ① よ り

q E=6兀kr（ひ2-ひ i )
i . q =

"たい、、
※ななの物体の

rは測定困難な値である。
とても小さいし、動いているので難しいのだ。

しかし、（ア）でトを逆算することができ、（イ）に代入することで、
rを測定しなくても&を求めることができる。

何が測定可能で何が測定不可能かを意識すると、
実験考察に深みがでる。


